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概要

　くず葉学園が所在する神奈川県秦野市では、2022年より、東海大学健康学部と協働で地域の公民館に体組成
計・骨密度計・血管年齢計・血圧計・下肢筋力計を持ち込んで地域住民の健康測定を行い、必要に応じて生活習
慣アドバイスを行い未病改善に取り組む健康バス事業（2025年度から未病測定会と名称変更）を行っている。く
ず葉学園においても 2021年より、一般の健康診断では測定しない健康測定を行うことによって入所者および通
所者における課題点を把握し、未病改善・健康寿命の延伸につなげる取り組みを行っているが、2024年より健康
バスを実施している東海大学健康学部と協力して行った。

対象と方法

　入所者 57人(男性 36人、女性 21人)、通所者 65人(男性 42人、女性 23人)を対象として、体組成、骨密度、血
管年齢、肌の質測定、AGE、ベジチェックを測定した。
　体組成や肌の質など、性差が大きいため、男女別に分けて、入所者と通所者間での有意差検定を Mann-
Whitney’s U検定で行うとともに、各群の平均値と中央値及び分布を確認した。

考察とまとめ

　男性では入所者の平均年齢が 54.6歳、通所者の平均年齢が 43.6歳(p<0.001)、女性では入所者の平均年齢が 54.2
歳、通所者の平均年齢が 46.3歳(p<0.001)で男女とも入所者の方が平均年齢が有意に高かった。
　男性における入所者と通所者間でMann-Whitney’s U検定にて有意差検定を行った結果、2025年度の測定値に
おいて、血管年齢と実年齢との差が入所者の方が小さく(p=0.006)、通所者の平均値-0.26歳に比べて入所者では平
均-3.15歳と実年齢より大きく若く、筋肉量 (p<0.001)、体水分量(p<0.001)、脚点(p<0.001)、BMI(p=0.002)、骨密
度(p=0.027)が入所者の方が低かった。
　特に筋肉量が入所者の方が約 6.4kg少なく、脚点(全身の筋肉量に対する下肢筋力の割合をスコア化した値は 90
点以上で問題なし)の通所者の平均値は 93.2と問題ないレベルだったのに対して、入所者の平均値は 81.9と基準
を下回った。骨密度(同年齢の平均に対する％)は個人差が大きかったが、通所者の中央値が 106.0%と同年齢の平
均を上回ったのに対し、入所者では 92.0%と同年齢の平均を下回っていた。BMIでは入所者の平均値が 22.3と標
準的だったのに対して、通所者の平均値は 25.6と肥満傾向が見られた。2024年度の測定結果での解析でも同様
の傾向が見られた。
　女性における入所者と通所者間での有意差検定の結果、2025年度の測定において、血管年齢と実年齢との差が
入所者の方が小さく(p=0.019)、通所者の平均が+0.15歳と実年齢よりわずかに上回ったのに対し、入所者の平均
は-3.4歳と実年齢より若かった。肌水分量(p=0.009)、肌弾性(p=0.014)が入所者の方が有意に低かったが、肌年齢
と実年齢の差では有意差は見られなかった(p=0.095)。体脂肪率(p=0.026)、脂肪量(p=0.001)、筋肉量(p<0.001)、体
水分量(p<0.001)、内臓脂肪レベル(p=0.008)、BMI(p<0.001)、骨密度(p=0.002)が入所者の方が低かった。2024年度
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（完）

の測定では、肌年齢と実年齢との差で通所者の方が高く(p<0.001)、肌の弾性(p=0.012)が通所者の方が低かった。
肌年齢と実年齢差の通所者の平均値が+5.6歳だったのに対し、入所者では-12.3歳と大きく実年齢より若かった。
　また、ベジチェックスコアが入所者の方が高かった(p=0.018)。他の測定値については 2025年度と同様の傾向
だった。

結果および考察

　男性では全身の筋肉量、脚点(下肢筋力の指標)、骨密度、体水分量などで入所者の方が低い問題点が明らかに
なった。BMIに関しては入所者の平均は標準範囲であったが、通所者は肥満の傾向が見られた。血管年齢と実年
齢との差でも入所者の方が実年齢より 3歳以上若い傾向が見られた。
　女性では全身の筋肉量、脚点、骨密度、体水分量で男性と同様に入所者の方が低い問題が確認された。BMIで
も男性と同様に入所者の平均値は基準内だったのに対して通所者は高めの傾向にあった。　　　
　男性では有意差がなかったものの、女性でのみ肌の質、体脂肪率、内臓脂肪レベル、ベジチェックで有意差が
認められた。特に入所者の肌年齢と実年齢の差が-12.3歳と実年齢より大きく若く、施設内での生活による紫外線
ダメージの少なさの影響が表れていると考えられる。また、施設での食事の管理により、BMIの適正化とベジ
チェックスコアの高さが確認された。ただし、運動不足も一因となる骨密度の少なさは男女ともに課題となる。
　これらの知見をもとに、対策を考えると共に、未病改善・健康寿命の延伸に寄与する健康測定を今後も実施し
ていきたい。
　最後に、三菱財団の助成金により、測定機器の手配・解析等が可能になりましたことを心より感謝申し上げま
す。　
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